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島前地域15歳人口の推移
（西ノ島町、海士町、知夫村）
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島前高校入学者数の推移
入学者数21名を切ると統廃合検討対象（ H20は28名）

入学者数は10年で約3分の1に…

H28は50％以上が島外に…



地域から高校がなく なると



唯一の高校がなく なると

地域が一層衰退する…。



地域とともにある

学校づく り

学校を核とした

地域づく り

社会に開かれた学校／教育課程



地域とともにある

学校づく り

学校を核とした

地域づく り

社会に開かれた学校／教育課程

コーディ ネーター
雇用/座席委嘱/座席

市町村学校・ 県











生徒数・ クラス数が倍増
推薦倍率2.7倍／島内進学率も増加／教員数も倍増
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島内生 島外生

東京・ 大阪、よその過疎地域、ブータンなどから続々と

魅力化開始

▼



これまでの10年とこれからの10年

大きな課題を解決する

H21 H31

R1
R11

新しい価値をつく る

強みを問い直す

すべての課題が

解決されたわけではない

これからの方がむしろ難易度は高い



来春から地域共創科が新設されます



魅力的で持続可能な

学校と地域をつく る

地域に肌感を持った

意志ある若者の輩出

意志ある人と意志ある人に選ばれる地域をつく る



魅力的で持続可能な

学校と地域をつく る

地域に肌感を持った

意志ある若者の輩出

学校だけで育むことはむずかしい
、 、 、 、











行動
課題解決・ 実践

学習
知識・ 技能習得

人づく り

地域づく り

PBL



気づく

振り返る 考える

話し合う
実践する

巻き込む

by シチズンシップ共育企画 川中大輔

実践する

巻き込む

振り返る 島前高校の

学びの基本

学習と行動



1限

2限

3限

4限

5限

6限

7限

月 火 水 木 金

32単位における

地域での活動時

間は6%程度



1限

2限

3限

4限

5限

6限

7限

月 火 水 木 金

地域共創科は単

位数を31単位に

減単し、かつ、

地域での活動時

間を30%以上に。

金曜も離島から

部活遠征に行け、

個別最適な補習

や主体的な地域

での活動に充当。







地域とともにある

学校づく り

学校を核とした

地域づく り

社会に開かれた学校／教育課程



教育が地域衰退に加担

教育の標準化

都会の担い手育成（ 教育の画一化）

子ども流出→誇り喪失→担い手不足

過疎化、少子高齢化、文化衰退

▲

▲

▲



教育が地域創生に貢献

教育の魅力化

地域でしかできない教育（ ブランド化）

子ども増加→誇り創出→後継者育成

地域の魅力化、持続可能化

▲

▲

▲



欧米諸国 日本・ アジア

東京

島根

高度経済成長社会の最後尾
＜時代遅れの最後端…＞



日本・ アジア

持続可能社会のタグボート

欧米諸国

東京 島根

＜未来を切り拓く 曳舟に＞



ご清聴ありがとう ございました


